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岸
田
政
権
は
１
月
27

日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
症
法
上
の
位
置

づ
け
を
、
季
節
性
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
と
同
じ
「
５
類
」

に
引
き
下
げ
る
こ
と
を
正

式
に
決
定
し
ま
し
た
。
移

行
は
大
型
連
休
明
け
の
５

月
８
日
の
予
定
で
す
。
専

門
家
へ
の
検
討
指
示
か
ら

わ
ず
か
１
週
間
。
公
的
責

任
を
後
退
さ
せ
る
姿
勢
を

示
し
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
よ
り
も
感
染
力

が
強
い
う
え
、
後
遺
症
の

問
題
も
あ
り
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
第
８
波
の
も
と

で
、
死
亡
者
が
過
去
最
多

を
更
新
し
、
医
療
崩
壊
や

高
齢
者
施
設
で
の
集
団
感

染
の
多
発
な
ど
深
刻
な
事

態
が
続
い
て
い
ま
す
。
医

療
体
制
を
抜
本
的
に
強
化

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

カジノストップの声はカジノストップの声は

たつみコータローたつみコータロー
さ　さ　
　ん　んにに

　
介
護
事
業
所
の
人
手
不

足
は
深
刻
で
す
。
い
く
ら

介
護
事
業
所
が
募
集
し
て

も
、
ヘ
ル
パ
ー
さ
ん
が
来

な
い
状
況
も
あ
り
、
介
護

職
員
の
処
遇
改
善
が
必
要

で
す
。
在
宅
介
護
を

し
て
い
る
場
合
、
高

齢
者
施
設
で
ク
ラ
ス

タ
ー
が
発
生
す
る
た

び
に
、
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
を
断
れ
て
、
介

護
す
る
家
族
が
疲
弊

し
て
い
る
と
い
う
話

を
聞
き
ま
す
。ま
た
、

介
護
施
設
で
の
ク
ラ

ス
タ
ー
は
高
齢
者
の
命
に

か
か
わ
る
も
の
で
、
５
類

化
さ
れ
て
も
、
コ
ロ
ナ
対

策
は
継
続
を
し
て
く
だ
さ

い
。

想定される春以降の新型コロナ対策
分類 現状 ５月８日以降

陽性者の「全数
把握」 大幅に簡素化 定点観測など

入院措置・勧告 高齢者などに絞
り込み できない

患者・濃厚接触
者の行動制限

自宅療養・待機
期間を短縮

なし　
患者の自主的対応などへ

水際措置（検疫） 大幅に緩和。
中国を対象に臨時的措置 できない

治療費や検査代 公費負担 段階的に縮小。
一部自己負担

マスク 屋内は着用推奨 個人の判断（時
期は未定）

　
こ
の
ま
ま
で
は
、
介
護

さ
れ
る
側
、
介
護
を
担

う
側
も
疲
弊
し
て
い
き
ま

す
。
公
費
に
よ
る
コ
ロ
ナ

対
策
と
、
処
遇
改
善
の
抜

※厚労省資料から作成

本
改
善
は
待
っ
た
な
し
で

す
。
国
に
そ
の
こ
と
を
求

め
、
高
槻
市
と
し
て
も
ど

う
す
る
の
か
検
討
し
て
く

だ
さ
い
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
死
亡
者

数
が
全
国
最
多
と
な
っ
て

い
る
大
阪
府
。
コ
ロ
ナ
に

よ
る
府
内
死
亡
者
数
は
２

月
23
日
現
在
８
３
２
９
人

で
す
。
背
景
に
は
検
査
の

抜
本
拡
大
に
後
ろ
向
き
、

全
国
46
番
に
少
な
い
保
健

師
の
増
員
に
消
極
的
で
、

コ
ロ
ナ
禍
の
２
０
２
０

年
、
21
年
度
に
急
性
期
病

床
を
含
む
病
床
を
５
４
４

床
削
減
し
て
き
た
維
新
府

政
の
姿
勢
に
あ
り
ま
す
。
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込
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物
価
高
で
暮
ら
し
、
営

業
の
危
機
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
大
阪
府
は
経
済
成

長
し
な
い
ま
ち
に
な
っ
て

い
ま
す
。
府
民
の
実
質
賃

金
は
２
０
０
７
年
か
ら
21

年
の
14
年
間
で
全
国
平
均

よ
り
８
万
円
多
い
45
万
円

減
少
し
、
３
０
０
万
円
以

下
の
所
得
層
が
14
年
か
ら

19
年
の
５
年
間
で
全
国
は

横
ば
い
な
の
に
関
西
は
2.9

ポ
イ
ン
ト
増
。
賃
金
が
上

が
ら
ず
、
低
所
得
者
層
が

維
新
政
治

維
新
政
治
1515
年
　
低
所
得
層
が
増
加

年
　
低
所
得
層
が
増
加

高
槻
市
政
の
さ
ら
な
る
前
進
を

高
槻
市
政
の
さ
ら
な
る
前
進
を

増
え
て
い
ま
す
。
い
ま
求

め
ら
れ
る
の
は
、
暮
ら
し

と
中
小
企
業
を
直
接
支
え
、

実
体
経
済
を
良
く
す
る
こ

と
で
す
。

　
し
か
し
、
大
阪
府
は
高

速
道
路
や
鉄
道
建
設
な
ど

カ
ジ
ノ
等
に
お
金
を
つ
ぎ

込
む
こ
と
ば
か
り
し
て
い

ま
す
。
府
と
し
て
市
町
村

の
施
策
を
助
け
る
役
割
が

あ
り
ま
す
が
、
維
新
府
政

は
高
槻
市
の
暮
ら
し
支
援

の
施
策
に
は
ほ
と
ん
ど
お

金
を
出
し
て
い
ま
せ
ん
。

大
阪
府
の
自
由
に
使
え
る

貯
金
（
財
政
調
整
基
金
）

は
２
０
０
０
億
円
と
か
つ

て
な
く
多
く
な
っ
て
い
ま

す
（
図
参
照
）。
こ
の
お
金

を
カ
ジ
ノ
で
な
く
高
槻
市

民
を
含
む
大
阪
府
民
の
た

め
に
使
う
こ
と
が
必
要
で

す
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
は

２
千
円
で
５
千
円
分
を
２

セ
ッ
ト
購
入
で
き
、
現
在

４
回
発
行
し
て
い
ま
す
。

日
本
共
産
党
高
槻
市
会
議

員
団
は
12
月
議
会
で
、
５

回
目
の
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
の
実
施
を
訴
え
ま
し
た
。

　
３
月
議
会
に
は
、
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
の
５
回
目

の
発
行
。
小
学
校
の
給
食

費
は
３
月
末
ま
で
の
無
料

を
夏
休
み
ま
で
継
続
。
４

月
か
ら
中
学
校
全
学
年
で

35
人
以
下
学
級
が
提
案
さ

れ
ま
す
。
こ
れ
ら
は
私
た

ち
の
要
望
が
実
現
し
た
高

槻
市
の
優
れ
た
取
り
組
み

で
す
。

　

立
候
補
を
表
明
し
た

濱
田
市
長
の
公
約
に
は

「
子
ど
も
医
療
費
助
成
で

５
０
０
円
の
一
部
負
担
を

無
く
し
完
全
無
料
に
す
る
」

「
小
学
校
の
給
食
費
を
無

料
に
す
る
」「
市
民
生
活
に

必
要
な
市
営
バ
ス
を
守
る
」

な
ど
が
あ
り
、
そ
の
実
現

の
た
め
に
日
本
共
産
党
市

会
議
員
団
は
奮
闘
し
ま
す
。

　
12
月
議
会
の
一
般
質
問

で
、
私
は
子
ど
も
医
療
費

助
成
制
度
の
完
全
無
償
化

を
求
め
ま
し
た
。
市
民
か

ら
切
実
な
願
い
が
寄
せ
ら

れ
、
そ
の
声
を
も
と
に
、

昔
か
ら
女
性
団
体
と
日
本

共
産
党
が
要
求
し
て
き
た

も
の
で
す
。
あ
と
も
う
一

歩
と
い
う
所
ま
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
か
ら
も
ご
一
緒

に
頑
張
り
ま
す
。

　大阪府が2018年度からの6年間で、府の統
一保険料、均等割、平等割の負担割合も府に
合わせることを決めていいます。そのため、毎
年、保険料が値上げされています。高槻市の
4月からの国保料は一人当たりの月額保険料が
1,043円値上げする提案です。
　日本共産党高槻市会議員団は国民健康保険
運営協議会の中で「物価上昇により、国保加入
者の収入は実質的に目減りをしており、引き上
げるべきではない。大阪府に対し、持続可能な
国保制度の取り組みをするとともに、財政支援
の拡充をするよう、要望するべき」と強く訴え
ています。
2022年度 1カ月当たりの

保険料（応益割）
2023年度 1カ月当たりの

保険料（応益割）
均等割 平等割

1人世帯
２人世帯
３人世帯

3,673円
7,346円
11,019円

4,591円
9,182円
13,773円

4,484円
4,484円
4,484円

4,275円
4,275円
4,275円

＋709円
＋1,627円
＋2,545円

1人世帯
２人世帯
３人世帯

医療分・
後期分・介護分

医療分・
後期分・介護分

均等割 平等割 均等割、平等割を
合わせた
前年度との差

医療分・
後期分・介護分

均等割：世帯の人数に応じ納める分
平等割：1世帯あたり定額で納める分

医療分・
後期分・介護分


